喜茂別町有害鳥獣食肉加工処理施設指定管理業務に関する指定管理候補者選定審査要領

１　目的
この要領は、喜茂別町有害鳥獣食肉加工処理施設指定管理業務の目的及び内容に最も適した相手方を選定するにあたり、円滑な審査と、審査の透明性を確保することを目的とする。
２　審査主体
喜茂別町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例に基づく喜茂別町公の施設に係る指定管理者選定委員会により審査を実施する。
３　選定の形式
　（１）１次審査（書類審査）
　（２）２次審査（ヒアリング）
４　審査対象者
　（１）１次審査対象者
　　　　喜茂別町有害鳥獣食肉加工処理施設指定管理者募集要項（以下「募集要項」とい　　
　　　う。）に規定する参加資格を承認された者で、期限内に必要な書類の全てを提出し　　
　　　た者
　（２）２次審査対象者
　　　　１次審査において２次審査対象者に選定された者
５　審査の方法
（１）１次審査の方法
１次審査として１１月１７日（火）午後５時までに提出された必要書類を審査し、２次審査対象者として選定するものとする。
（２）２次審査の方法
　　　  ①　１次審査を通過した者によるヒアリングを２次審査として実施する。　　　　　　　　　　
        申請書採点表によりヒアリングとあわせて提案内容等を審査し、評価点の最も高
　　　　い者を最良の指定管理者候補として特定する。
②　①において最良の指定管理者候補が２者以上あるときは、申請書採点表の審
査項目３（施設の利用促進）、審査項目４（管理運営体制）の合計評価点の高い
者を上位とする。それでも同点の者がいる場合は、当日出席した選定委員に意見
聴取して決定する。
　（３）参加者が１者の場合にあっても１次審査２次審査を実施し、それぞれにおいて審　　　　
　　　査基準における満点の６割以上の評価点を得た場合は、その提案者を最良の指定管
　　　 理者候補として特定し、協定に向けた交渉を行うものとする。


６　審査基準
（１）審査事項
　　　　①　施設の事業目的を推進するものであり、利用者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られるものであること。　
　　　　②　業務計画書の内容が、施設の効用を最大限に発揮させるものであること。
　　　　③　業務計画書に沿った管理を安定して行う人員、資産その他の能力を有しており、又は確保できる見込みがあること。
　　　　④　収支計画書の内容が、施設の管理の縮減が図られるものであること。
（２）審査項目と基準事項
　　　①　施設の基本的管理運営方針
　　　　　ア　有害鳥獣による農林業等への被害防止という施設設置の目的を踏まえてい
　　　　　　るか。
　　　　　イ　捕獲された鳥獣の受入れ、解体処理、食肉加工及び有効活用について、施
　　　　　　設の目的に沿った考え方が示されているか。
　　　　　ウ　地域資源の有効活用及び地域振興につながる管理運営方針となっている
　　　　　　か。
　　　　　エ　使用者にとって利用しやすい施設とするための工夫がされているか。
　　　　　オ　効率的・効果的な管理運営及び経費縮減について考え方が示されている
　　　　　　か。
　　　　②　施設の維持管理
　　　　　ア　施設、設備及び備品等を適切に維持管理する体制が整っているか。
　　　　　イ　食肉処理施設として必要な衛生管理について、具体的な方策が示されてい
　　　　　　るか。
　　　　　ウ　苦情、トラブル等に対する対応方法が具体的に示されているか。
　　　　　エ　火災、事故、停電、自然災害、食品衛生上の事故等の緊急事態への対応が
　　　　　　検討されているか。
　　　　　オ　個人情報及び業務上知り得た情報を適切に管理する体制があるか。
　　　　③　施設の利用促進計画
　　　　　ア　鳥獣を搬入する捕獲者が本施設を利用しやすくするための具体的な方策が
　　　　　　示されているか。
　　　　　イ　搬入個体数を確保するための具体的な取り組みがあるか。
　　　　　ウ　搬入個体の品質向上、迅速な搬入及び適正な処理につながる方策がある
　　　　　　か。
　　　　　エ　既存の販売ルートを活用した販売計画や新たな販路開拓、ブランド化、特産品化について具体的な方策が示されているか。
　　　　　オ　地元事業者、関係団体、飲食店、販売店等との連携が期待できるか。
　　　　④　管理運営体制
　　　　　ア　施設の管理運営に必要な組織体制が明確になっているか。
　　　　　イ　食品衛生責任者等、施設運営に必要な資格者を確保できる見込みがある
　　　　　　か。
　　　　　ウ　職員の採用・確保について具体的な方法が示されているか。
　　　　　エ　地元雇用について積極的な考え方が示されているか。
　　　　　オ　職員の教育・研修及び人材育成について具体的な計画があるか。
　　　　⑤　収支計画
　　　　　ア　収入及び支出の積算根拠が明確になっているか。
　　　　　イ　食肉加工・販売事業の収入見込みに合理性があるか。販売数量、販売単
　　　　　　価、販路等の前提条件が明確になっているか。
　　　　　ウ　人件費、光熱水費、消耗品費、衛生管理費、設備維持管理費等の必要経費が適切に計上されているか。
　　　　　エ　収支計画と業務計画書の内容に整合性があるか。
　　　　　オ　施設の管理運営を安定して継続できる収支計画となっているか。
　　　　　　　
